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18． 北海道新幹線 の トン ネル 施 工 と今後の 課 題 につ い て
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　 は じ め に

　 青森 市〜札 幌 市 を 結 ぶ 北 海 道 新幹線 は ，昭 和 48 年

に整備計両 が 決定 され た ．「新育森 ・新函 館」 問 の 新 幹

線 工 事 の 総延長 は 149km ，そ の うち新 設 区 闘 は 約 66km

（全 休 の 約 45 ％ ） を 占 め ，本 州 側 8km と 北 海 道 側

16km の 約 24km が トン ネル 区間 （新設区間 の 約 35％）

で あ る （図 1）．平 成 ユ 7 年 5 月 に 「新青森 ・新 函 館 」

間を着 工 ，平成 27 年度末 の 完成 を 目指 し て 現在施 工

を進 め て い る．

図 1　 北 海 道 新幹線 の ル
ート

1 ．新幹線ル
ー

トの 地質概要

　 ル
ートの 地 質 を 本 州 ・北 海 道 に 分 け て 以 下 に 述 べ る．

（本 州 側 〉

　 新 第 三 紀 鮮 新 世 の t に 細 粒 砂 岩 よ りな り砂 岩 礫 岩 互

層 を 挟在す る 蟹 田層 が 分布 し，下 位 よ り砂川 部層 ，瀬

辺 地 部層，蓬 田部層 に細 区分 され る．地 層 面 の 走 向 は

NW 〜N で SE〜E へ 緩 く傾斜す る ．全般的 に 堆積性軟

岩 の 地 山 で あ る が ，層 序 的 に 下 位 か ら 上 位 に 向 か い 固

結 性 が よ り低 くな る 傾 向 を示 す．

（凋匕海道｛貝1亅）

　新第 三 紀 中 新 世 後期〜鮮新 世 の 主 に砂岩，シ ル ト岩 ，

泥 岩 お よ び そ れ ら の 互 層 よ り な り，凝灰 岩 層 を挟 在 す

る 地 層 で ，下 位 よ り八 雲 層 （木 古 内 層 ，厚 沢 層 下 部 ），

黒松内層 （厚沢層
一
卜部，館層） に 区分 され る 主 に 堆積

性 軟 岩 の 地 r．J「で あ る．南北 方 向 の 褶 曲軸 を もつ 褶 曲が

み られ ，地 層 面 は EW 〜NS 走 1何で 10〜40
°

で E な い

し W に 傾 斜 す る ．

2 ．新幹線 トン ネル の 施 工

（本 州 側 ）

青森 側 よ り下 記 の 6 ト ン ネル （総 延 長 約 8km ）が あ り，

舘 下，舘沢 T を 除 く 4 トン ネル で 施 T ．を 進 め て い る ．

　 ・　　阿 弓尓陀 T ： L・＝190m 　（山 岳 工 ｝去）

　
・
　 津軽蓬 田 T ： L＝6，190m （SENS 　T ．法）

　 ・　 第 1 ，第 2 外 黒 山 T ： L刈 45m ，590in （山 岳 工 法 ）

　 ・　舘 下 ，舘 沢 T ： L＝460m ，590m （山 岳工 法）

（北 海道 側 ）

　 占
二
函 トン ネル 出 1−1よ り 6 トン ネル （総延 長約 16km ）

が あ り，新茂辺 地 T を 除 い た トン ネ ル す べ て が 既 に 貫

通 し た ．

　
・
　 札苅 T ： L＝1，220m （山岳工 法）

　 ・　 泉沢 T ； L−1，390rn （1」」岳工 法 ）

　 ・　 渡 島当別 T ： L隔8，080m （山 岳工 法）

　
・
　 新 茂 辺 地 T ： L＝3，185m （1」．「岳 工 法 ）

　 ・　 万 太郎 T ：L＝505m （山 岳 工 法）

3 ，津軽蓬 田 トン ネ ル の SENS 工 法 に つ い て

　 北 海 道 新 幹線 津 軽 蓬 田 ト ン ネ ル 付 近 の 蟹 田 層 は 固

結 不 良 で 少 量 の 湧 水 で 脆弱 化 す る 地 山 で あ り （図 2），

山岳 工 法で 過 去 に 施 ］
．
／され た 津軽海峡線大 平 トン ネル

や 津軽 トン ネル で は 計 65 回 の 切羽 崩壊や 流出が 発 生

し た ．そ こ で 今 lulは 同様 の 地 山条件 で あ っ た 東 北 新 幹

線 三 本 木 原 トン ネル で 実 績 を上 げ た SENS ［：法 を採 用

し た．

　採 用 され た SENS （Shield　Extruded　Concrct。　 Liliing

NATM 　System） と は ，密 閉型 シ
ー

ル ドに よ り トン ネ ル

を 掘 削 し 切羽 の 安 定 を 図 り，掘 進 と 併 行 し て シ ール ド

テ
ー

ル 部 で コ ン ク リ
ートを 打設 し加 圧 し て 施 工 す る 覆

工 に よ っ て 地 山 を 保 持 し な が ら トン ネル を 構築す る シ

ス テ ム で あ る ．掘削 後 の 観察や 計測 の 結果 か ら
・
次支

保 の 場 所 打 ち ラ イ ニ ン グ の 健 全 性 を 確 認 し た 後 に，荷

霞 を 担保 し な い 化粧 巻 き と し て
．
二次 覆 工 を 構 築 す る こ

と で トン ネル を 完 成 させ る．す な わ ち 掘 削 時 の 切 羽 安

定性 をシ
ー

ル ド工 法 （写真 1），早期併合 を 場所打 ち ラ

イ ニ ン グ （ECL ］
．
二法 ； 写 真 2），覆 工 に NATM 工 法 と

そ れ ぞ れ の 思 想 を 採 用 し た 複合 シ ス テ ム で あ る ．

　 施 工 は 現 在 ま で 順 調 に 推 移 し て お り，平 均 進 行 は

150m1月 ，最大進行 337．5m ！刀 を 記録 し た．本年 6 月 に

中問立 坑 に到 達 し，中 間 整備 を 終え再 発 進 し た．
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図 2　津軽蓬 田 トン ネ ル の 想定地質縦断図 （津軽蓬 田 トン ネ ル と複 数 トン ネル よ りなる 旧ル
ー

ト）
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4 ．未認 可 区 間 （新函館
〜

札幌） の トン ネ ル に つ い て

　未認 可 の 新 函 館〜札幌間 は 約 211km ，　 3 駅 （八 宏 ，

長 万 部 ，イ目 知 安 ），20 トン ネル を 計 両 して お り，全 線

の 75％ を トン ネ ル が 占め る ．ル
ー

トに は ，新第 三 系 の

堆 積 岩 類 や 火 成 岩 類 を 中 心 と し，一
部 に 第 四 紀 の 火 山

岩や 噴 出物 が 分布す る．

　 トン ネ ル で は，約 20km の 桧 山 トン ネ ル を 筆頭 に，

手稲 トン ネル ，後志 トン ネル ，内浦 トン ネル ，ニ ツ 森

「・ン ネ ル お よ び 昆 布 トン ネ ル な ど，10km 以 上 の 6 ト

ン ネ ル を 計両 して い る ．

　お わ りに

　 「新青森 ・析 函 飴 」 問 の 北 海 道新 幹線 は ，現 在 約 50％

の 進 捗 で あ り，平 成 27 年 度末 の 完 成 を 目指 し て 順 調 に

施 上 を 進 め て お り，儿 成 に 「lrけ て 鋭意努 力の 毎 口 で あ

る．

　
．
方 ，1

．
新 函 館 ・札 幌 」 間 の 未 認 可 区 同 に 関 し て は 調

査 お よ び 計 画 を 現 在 実 施 し て い る．調 査 結 果 に よ れ ば ，

ル ー ト上 ‘一は 未固結堆積物，脆弼 地 山，膨張性地 山，

地 下 水 お よ び 鉱 化 変質岩等 が 分 布 す る な ど施 工 1こ は 多

く課 題 が 予 想 され る ．こ れ ら に 対 して 青森〜函 館間 の

北 海 道 新 幹 線 の 経 験 は も と よ り，新 幹 線 工 事 （東 北 ，

卜越 ，北 陸 お よ び 九 州 新幹線） や そ の 他 の 鉄道工 事で

培 っ た 貴重 な 経 験 とそ れ らで 育 ん だ 技 術 を 十 二 分 に 活

用 し 対 処 す る と共 に，地元 の 方々 な らび に 関係各機 関

の ご 協力 の も と，今 後 の 新 幹 線 計 画 の 実 現 に ま い 進 す

る 所存 で あ る ，
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